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完成した「京たんごぼたん・もみじ比治の里」 
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イノシシ・シカ生肉処理施設完成 

処理頭数は年間350頭 
年間4・5トンの販売量を目指す 

ま
す
ま
す
喜
ば
れ
る
地
域
の
足
に
 

上
限
2
0
0
円
バ
ス
　

利
用
客
１
０
０
万
人
を
突
破
 

交通 農政 

　イノシシとシカの肉を生肉処理する施設「京たんごぼたん・
もみじ比治の里」が、このほど久美浜町佐野に完成しました。 

【定休日】毎週月曜日　第1・第3火曜日　 
　　　　　年末年始（12/29～1/3） 
【営業時間】8：00～17：00 
【住　所】京丹後市久美浜町佐野９１番地 
【電　話】84-0168 
【ＦＡＸ】84-0143 
【事業概要】 
・建設期間：平成20～21年度 
・構造規模：木造　平屋建　192.78㎡　 
　一次処理室、二次処理室、事務室 
・主な機械施設：冷蔵室2室、冷凍室1室、 
　　　　　　　　高度排水処理槽1基など 
・事業費：8,028万円 
　　　　　国補助金…1,638万円 
　　　　　京都府補助金…164万円 
　　　　　過疎債…5,870万円 
　　　　　一般財源… 356万円 

京たんご　 
ぼたん・もみじ比治の里 

　「
わ
が
家
で
楽
し
む
ジ
ビ
エ

料
理
」
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
の
肉
を
使
っ
た
調
理
方
法
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ジ
ビ
エ

料
理
は
高
級
料
理
の
一
つ
で
、

お
客
様
に
ふ
る
ま
う
最
高
の
お

も
て
な
し
料
理
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
書
で
は
「
鹿
肉
の
ハ
ン

バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
」
や
「
イ
ノ

シ
シ
肉
の
ロ
ー
ス
ト
」、「
イ
ノ

シ
シ
肉
の
ポ
ト
フ
」
な
ど
全

10
品
の
料
理
レ
シ
ピ
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ジ
ビ
エ
…
フ
ラ
ン
ス
語
で 

　
　
　
　「
野
生
（
狩
猟
）
鳥
獣
」
の
こ
と 

内
訳 

　
網
野
町
の
旅
館
で
、
旅
館
関
係

者
約
20
人
が
、
京
都
市
内
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
店
オ
ー
ナ
ー
・
シ
ェ
フ

を
招
い
て
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
研
究

会
を
開
き
ま
し
た
。 

　
生
肉
処
理
施
設
の
完
成
を
契
機

に
、
旅
館
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
開

発
に
向
け
独
自
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

完
成
を
契
機
に
、
旅
館
の 

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
向
け 

イノシシ・シカ肉が本格フランス料理に 

市内の旅館でおかみさんたちが、 
ジビエ肉を用いたハンバーグづくりを学習 

書籍に関するお問い合 
わせは23ページ参照 

シカ肉を整形処理する施設スタッフ 

テープカットで完成を祝う関係者 

　
上
限
２
０
０
円
バ
ス
は
、
平
成
18
年
10

月
の
運
行
開
始
以
来
、
低
額
の
運
賃
は
も

と
よ
り
、
バ
ス
路
線
の
新
設
や
ダ
イ
ヤ
の

改
善
な
ど
で
利
用
客
が
急
増
。
当
初
の
予

想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
達
成
し
ま
し
た
。 

　
１
０
０
万
人
目
の
利
用
客
と
し
て
、
弥

栄
病
院
前
で
下
車
し
た
山
本
充
枝
さ
ん
（
丹

後
町
間
人
）
に
、
丹
後
海
陸
交
通
の
松
下
英

秋
社
長
が
花
束
と
記
念
品
を
贈
呈
。
山
本

さ
ん
は
「
２
０
０
円
に
な
っ
て
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
松
下
社
長
は
「
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
、
継
続
し
て
さ
ら
に
安
全
で
便
利

な
公
共
交
通
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

高付加価値の農産物生産へ 

実証ほ場で液肥の散布開始 

農政 

100万人目となった山本充枝さん（左）に松下秀秋社長から 
花束が贈呈されました 

　
市
と
丹
後
海
陸
交
通
が
市
内
で
運
行
す
る
「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
」
の
利
用
客

が
、
５
月
19
日
、
１
０
０
万
人
を
突
破
し
弥
栄
病
院
前
バ
ス
停
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　グラフは、平成18年の10月からの利用者を掲載。 
　実証運行の開始から、平成20年10月に50万人をカウント。 
　今回100万人目を突破しました。 
　※平成18年９月から平成19年9月の運行は上限200円バスが 
　　適用された路線のみをカウント 

　
鳥
獣
害
の
被
害
は
拡
大
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
、
イ

ノ
シ
シ
１
１
２
５
頭
、
シ
カ
１
０
９

４
頭
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
は
市
内
の

猟
友
会
に
委
託
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど

は
埋
設
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
捕

獲
頭
数
の
増
加
や
猟
友
会
会
員
の

高
齢
化
に
伴
い
捕
獲
し
た
個
体
の

処
理
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
市
は
、
埋
設
処
理

の
負
担
軽
減
と
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
の
肉
を
身
近
な
タ
ン
パ
ク
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
生
肉
処
理
施
設
の
建
設

を
計
画
。
こ
の
ほ
ど
８
０
２
８
万

円
を
投
じ
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。 

　
施
設
の
運
営
や
管
理
業
務
は
、

社
団
法
人
京
都
府
猟
友
会
中
郡

支
部
猟
友
会
（
多
賀
野
敏
久
会
長
）

に
委
託
。
生
肉
は
、
当
施
設
で
の

直
売
の
ほ
か
、「
丹
後
あ
じ
わ
い

の
郷
」
や
「
く
み
は
ま
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
の
市
内
観

光
施
設
な
ど
で
の
利
用
や
販
売

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

　
５
月
10
日
、
市
内
猟
友
会
員

な
ど
約
50
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
た
完
成
式
典
で
、
中
山
市
長

は
「
食
の
宝
庫
で
あ
る
本
市
の

食
材
に
ジ
ビ
エ
（
野
生
鳥
獣
）
が

加
わ
り
、
こ
の
施
設
を
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
メ
ニ

ュ
ー
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅
館
な
ど

で
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

誘
致
や
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

概要 

上限２００円バスの利用者推移 

50

　
今
回
の
作
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
・
ア
ミ
タ
株
式
会

社
が
実
施
。
散
布
対
象
作
物
は
水

稲
や
飼
料
米
な
ど
で
、
弥
栄
町
船

木
や
黒
部
、
丹
後
町
竹
野
な
ど
市

内
15 
カ
所
の
田
畑
約
４
㌶
で
約
１

５
０
㌧
が
散
布
さ
れ
ま
し
た
。 

　
液
肥
利
用
３
年
目
を
迎
え
た
「
お

お
み
や
小
町
工
房
」
の
代
表
者
・
由

利
進
さ
ん
（
大
宮
町
明
田
）
は
、「
今

後
デ
ー
タ
の
検
証
が
必
要
だ
が
、

将
来
的
に
は
利
用
面
積
を
増
や
し

た
い
」
と
、
液
肥
利
用
に
よ
る
資
源

循
環
型
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

付
加
価
値
の
高
い
米
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

　
市
は
、
実
証
散
布
を
実
施
し
な

が
ら
普
及
拡
大
を
進
め
、
３
年
後
に
は
全

量
利
用
（
２
万
㌧
）
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。 

　
普
及
拡
大
に
当
た
っ
て
、
液
肥
利
用
に

対
す
る
一
層
の
理
解
を
得
る
た
め
、
京
都

府
丹
後
農
業
研
究
所
な
ど
の
協
力
を
得
て

さ
ら
に
実
証
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
い
、
液

肥
の
特
性
、
施
用
方
法
を
検
証
し
て
い
き

ま
す
。 

液
肥
利
用
の
メ
リ
ッ
ト 

◎
有
機
質
肥
料
で
あ
る
た
め
、
環
境
保
全
型

農
業
の
推
進
と
な
り
ま
す
。 

◎
環
境
保
全
型
農
作
物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
こ
と
で
高
値
販
売
が
可
能
と
な
り
ま

す
。 

た
か
の 

　市は、バイオガス発電施設「市エコエネルギーセンター」

（弥栄町船木）で製造される液体肥料（＝液肥）の散布車

による散布を、４月下旬から５月中旬にかけて、実証ほ

場で実施しました。 

散布車によるほ場表面散布の様子（５月１日、大宮町明田で）。
液肥は黒色の液状で、鼻を近づけると少しアンモニア臭がする。 


